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日没前後の交通事故死 大幅増加

平成28年度 全国労働安全週間
平成２８年１０月１日（土）～１０月７日（金）

『健康職場 つくる まもるは みんなが主役』

防げ 『十勝型事故』
外国人観光客向けの・・・「一灯式点滅信号機」の

交通安全啓発チラシを製作
※黄点滅(徐行)と赤点滅(一時停止)の交差点で出合い頭の事故を防ぐ※

２０１６年１０月０３日
道警釧路方面本部交通課と釧路方面交通安全協会が共同で、外国人観光客などに向けた「一灯式点滅信号機」

の仕様を説明する、交通安全啓発チラシを４カ国語（日本語、英語、中国語、韓国語）で作製した。増え続ける
外国人観光客への交通事故防止策として、期待が寄せられている。同信号機は交差点で出合い頭の事故を防ぐた
め、一方向に一つのレンズが付いており、常時黄点滅（徐行）と赤点滅（一時停止）をしている。同釧本管轄内
（釧路、根室、十勝）には約６０個設置されており、そのほとんどが十勝方面に設置されている。視界を遮るも
のがない、見通しの良い交差点で車同士が出合い頭に衝突するいわゆる「十勝型事故」を防ぐために設置された

交差点進入時は･･･
●交差点には、必ず｢人」や「自転車」や「車」がいる
●相手は、「避けない」、「止まらない」･･･かもしれない

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは、『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分に 追突を未然に防止

夕方、夜間、早朝 要注意 歩行者が見えにくい

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇

現場に大型トラックのブレーキ痕なし
バスに大型トラック追突し、バスの男性運転手２人死亡事故
※トラックの運行管理体制に問題がなかったかも含めて捜査※

２０１６年１０月３日 １２時４５分
愛知県の新東名高速道路で２日未明、観光バスに大型トラックが追突し、バスの男性運転手２人が死亡した事

故で、現場付近の路面にブレーキ痕がなかったことが警察への取材でわかった。県警は、自動車運転処罰法違反
（過失致死傷）容疑で逮捕したトラック運転手の会社員の男性容疑者（５７）の前方不注意が事故原因とみて、当時
の詳しい状況を調べている。警察によると、トラックは１日夕方ごろに岡山県で荷物を積んで出発。愛知県で同
日午後１０時半ごろに積み荷を降ろし、東名高速道路のサービスエリア（愛知県豊田市）で２～３時間休憩した
後、横浜方面に向かう途中だった。県警はトラックの運行管理体制に問題がなかったかも含めて捜査する方針。

バス追突のトラック運転手 １２日間連続勤務
前方を注意せずスピードを出したまま衝突

［ ２０１６年１０月４日 ０５：３０ ］
警察は、運転していた男性容疑者（５７）＝自動車運転処罰法違反容疑で逮捕＝が前方を注意せずスピードを出し

たまま衝突したとみている。容疑者が事故を起こすまで１２日間、連続で勤務していたことも勤務先の運送会社
への取材で判明。警察は過労運転が事故を引き起こした可能性があるとみて、同社の営業所を家宅捜索した。

主婦をひき逃げ死なす、容疑の無職男を逮捕
現場付近の、『防犯カメラ』から関与が浮上
◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１６．１０．３ １９：０１
歩行者を車ではねて死亡させ、逃走したとして、警察は３日、自動車運転処罰法（過失運転致死）と道交法違

反（ひき逃げ）の容疑で、無職の男性容疑者（５１）を逮捕した。「車の運転はしていたと思うが、事故のことはよ
く覚えていない」と容疑を否認している。逮捕容疑は９月８日午後２時２０分ごろ、大阪府の市道で乗用車を運
転中、歩いていた近くの主婦（５７）をはねて死亡させ、そのまま逃走したとしている。警察によると、現場付近の
防犯カメラなどから関与が浮上した。

午後６時 横断歩道渡っていた女性 はねられ死亡
◇夜間・・・ヘッドライトは遠目が基本、早期発見 事故防止◇

２０１６／１０／３ １２：１６
２日午後６時頃、福島県で、横断歩道を渡っていた女性（７２）が軽自動車にはねられ、全身を強く打ち、死亡す

る事故があり、警察は車を運転していた女性（７２）を逮捕した。現場は見通しのよい直線道路。


